
第 44 回⽐較⽂明学会⼤会プログラム 
 
【⼤会 1 ⽇⽬ 11 ⽉ 21 ⽇（⼟）】 
（会場：国⽴⺠族学博物館 2 階） 
11：00〜13：00  役員会 （会場：第４セミナー室） 
13：00〜13：45 編集委員会 （会場：第 6 セミナー室） 
13：30〜 受付開始 （2 階 第 5 セミナー室前ロビー） 
     ※参加費・懇親会費は事前振り込みを基本とします。 
      ・参加⽇：⼀般会員・賛助会員 3,000 円、学⽣会員・⾮会員 500 円 
      ・懇親会費：⼀般会員・賛助会員・⾮会員 6,000 円、学⽣会員：3,000 円 
14：00〜16:00 個⼈・グループ研究発表  
        部会１ グループ研究発表 （第４セミナー室 14:00〜16:00） 
        部会２ 個⼈研究発表   （第６セミナー室 14:00〜16:00） 
        部会３ 個⼈研究発表   （第５セミナー室 14:00〜16:00） 
        休憩室          （第３セミナー室 11:00〜17:00） 
16：15〜17：15 総会 （会場：第５セミナー室） 
17：30〜19：30 懇親会 （会場：国⽴⺠族学博物館 みんぱくレストラン） 
 
【⼤会 2 ⽇⽬ 11 ⽉ 22 ⽇（⽇）】 
 10：30〜 受付開始（インテリジェントホール（講堂）前ロビー） 

11：00〜12：00 
（１）基調講演 （インテリジェントホール（講堂）） 
   テーマ： 

Figuring the Invisible （英語による講演、同時通訳付） 

基調講演者： 
フィリップ・デスコラ⽒（コレージュ・ド・フランス名誉教授） 

13：30〜16：45  

（２）国際シンポジウム （インテリジェントホール（講堂）） 
（国⽴⺠族学博物館、⼈間⽂化研究機構グローバル地域研究事業東ユーラシア研究プロ
ジェクト・⼤阪府・千⾥⽂化財団・科研基盤 A「シャーマニズムと韻律の関係に注⽬し
た宗教・⽂学的想像⼒に関する学際研究」（研究代表者：島村⼀平）との共催）   

テーマ： 
「⾒えないものの⽐較⽂明学−東ユーラシアとその他の地域の⽐較から」 

（英語：同時通訳付き） 
司会： 

島村⼀平⽒（国⽴⺠族学博物館教授） 



 シンポジスト： 
グレゴリー・デラプラス ⽒（フランス⾼等研究実習院教授） 
稲賀 繁美 ⽒（国際⽇本⽂化研究センター名誉教授） 
アレヴィテーナ・ソロヴェーワ ⽒（タルト⼤学アジア研究センター⻑/⺠博客員教授） 
⼭中 由⾥⼦ ⽒（国⽴⺠族学博物館教授） 
アンヌ＝クリステーヌ・テイラー ⽒（フランス国⽴科学研究センター（CNRS）名誉

教授） 
⿊⽥ 賢治 ⽒（国⽴⺠族学博物館准教授） 
⽵沢 尚⼀郎 ⽒（国⽴⺠族学博物館名誉教授） 

 
【⼤会 3 ⽇⽬ 11 ⽉ 23 ⽇（⽉）】 
10：00〜 受付開始 
10：30〜12：30 （第４セミナー室） 
（１）国際シンポジウム （英語による開催：同時通訳なし） 

テーマ： 
「⾒えないものの⽐較⽂明学−東ユーラシアとその他の地域の⽐較から」⼆⽇⽬ 

司会： 
グレゴリー・デラプラス ⽒ （フランス⾼等研究実習院教授） 

シンポジスト 
阿⽑ ⾹絵 ⽒（京都⼤学准教授） 
アリーナ・オプレリアンスカ ⽒（タルト⼤学博⼠後期課程）※オンライン参加 
廣⽥ ⿓平 ⽒（⼤東⽂化⼤学助教） 
末森 薫 ⽒（国⽴⺠族学博物館准教授） 
⼩倉 紀蔵 ⽒（京都⼤学名誉教授） 

コメンテーター： 
フィリップ・デスコラ ⽒（コレージュ・ド・フランス名誉教授） 

 
10：30〜15:30  
（２）グループ報告・個⼈研究報告  
 部会４ グループ研究発表 （第５セミナー室 10:30〜13:00） 
 部会５ 個⼈研究発表 （第４セミナー室 13:30〜15:30） 
 部会６ 個⼈研究発表 （第５セミナー室 13:30〜15:00） 
 休憩室         （第３セミナー室 11:00〜15:30） 
 
 
 



11 ⽉ 21 ⽇（⼟） 個⼈・グループ研究発表時間割 
（会場は全て２階のセミナー室） 

 
部会１ グループ研究発表 代表：濱⽥陽 第４セミナー室 14:00〜16:00 
濱田 陽 （帝京大学） 不可視性はいかに⽴ち現れるか―「⽂明を

問い、AIを問う」再考 吉野浩司（鎮西学院大学） 

大森一三（文教大学） 

犬塚潤一郎（実践女子大学） 

佐野仁美（慶應義塾大学） 

佐藤壮広（山梨学院大学） 

 
部会２ 個人研究発表 座長：島村一平 第６セミナー室 14:00〜16:00 

三澤史明（総合研究大学院大学） 
高齢期の不可視をめぐる試論―シャーマンの

幻視体験とレビー小体型認知症を中心に― 

重定菜子（総合研究大学院大学） 

「見えない地球」を地表で編む： 

海・森・砂漠を往還する全球的視座（SPGP）

の理論と実践 

BAT-OCHIR BALJINNYAM（国立民族学博物館） 

モンゴル遊牧社会における「見えない所有」

―家畜・人間・「土地の主」をめぐる関係か

ら 

佐藤剛裕（京都芸術大学） 

目に見えないものをとらえるために― 

AI エージェント・コーディングとデジタル

文献学の方法論的な可能性 

 
部会３ 個人研究発表 座長：中牧弘允 第５セミナー室 14:00～16:00 

赤坂 信（千葉大学） 文化遺産における有形と無形の間―「眺望

遺産」再考 

金子晋右（佐賀大学） 大隈重信「武装平和論」の比較文明史的考

察 

筒井正二郎（西日本新聞 TNC 文化サークル） 不可視な微生物がもたらす病に関する日本

の思想－供養碑（塚）・顕彰神社をもとに－ 

宮嶋俊一（北海道大学大学院） グローバル宗教史と宗教概念 

 
 
 
 



11 ⽉ 23 ⽇（⽉） 個⼈・グループ研究発表時間割 
（会場は全て２階のセミナー室） 

〔午前の部〕 

部会４ グループ研究発表 代表：島田竜登 第５セミナー室 10:30～13:00 

島田竜登（東京大学） 動物と不可視性：世界史のなかの人間と動

物 池谷和信（国立民族学博物館） 

守川知子（東京大学） 

溝渕智咲（東京大学） 

鈴木英明（国立民族学博物館） 

 
〔午後の部〕 

部会５ 個⼈研究発表 座⻑：濱⽥ 陽  第４セミナー室 13:30～15:30 
佐野仁美（慶應義塾大学） ⽬に⾒えない巨⼤な情報⽂明のアーキテク

チャ 
犬塚潤一郎（実践女子大学） AI 以後の〈残余としての⼈間性〉論に抗し

て― 労働の存在論と社会形成原理の転換 
― 

三枝守隆（トインビー・歴史の研究会） フィリップ・デスコラ『⾃然と⽂化を越え
て』を⽐較⽂明論で読み解く試み 

穆 博洋（近畿大学大学院） 記憶の継承における歴史系博物館の役割―
陝⻄歴史博物館と⼤阪歴史博物館の⽐較研
究 

 
部会６ 個人研究発表 座長：小倉紀蔵 第５セミナー室 13:30～15:00 

林 正博（東京都市大学） 日本文明の二世代論について 

高 程東 （京都大学） 明治期日本哲学における中国思想 

髙城 建人（東北大学） 文明の交錯と国民認識の形成の試み：近代

朝鮮における国民形成政策と同化政策

（1876–1948） 

 
 
 
 
 
 
 



【第 44 回⽐較⽂明学会⼤会会場のご案内】 
国⽴⺠族学博物館までの経路 

 
［⾶⾏機・新幹線から⼤阪モノレールの場合］ 

 
⼤阪モノレール「万博記念公園駅」から中央⼝を経て⺠博までの経路（徒歩約 15分） 
［在来線から路線バスの場合］ 
JR 京都線「茨⽊駅」から路線バス  



近鉄バス《日本庭園・阪大病院方面ゆき》12・24・25 系統 

→ 「万博記念公園駅」「公園東⼝駅」下⾞ 徒歩 15分 
阪急京都線「茨⽊市駅」から路線バス 
近鉄バス《日本庭園・阪大病院方面ゆき》12・24・25 系統 

→ 「万博記念公園駅」「公園東⼝駅」下⾞ 徒歩 15分 
 

公園東口駅、日本庭園前バス停 → 日本庭園前ゲート → 民博までの経路（徒歩約 15 分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



国⽴⺠族学博物館内地図 

 

 


